	家庭や地域と連携した教科学習計画
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道徳

	「もみまき」
「肥料まき」「苗取り・代かき」
「田植え」
「命の詩-電池が切れるまで」
Ｄ(19）生命の尊さ
Ｄ(22)よりよく生きる喜び
「かかし作り」
「肥料やり」「すげ縄作り」
「稲刈り」「脱穀」
 「同じでちがう」
Ｄ(19)生命の尊さ
「お米を使った調理実習」
「感謝の会」
「稲作試食会」
「最後のコンサート」
Ｄ(19)生命の尊さ
「アンパンマンがくれたもの」
Ｄ(22)よりよく生きる喜び


第５学年２組　道徳科学習指導案


１ 主題名　精一杯生きるってすばらしい
[内容項目Ｄ―（１９）：生命の尊さ、（２２）：よりよく生きる喜び]
＜教材名 「命の詩－電池が切れるまで－」＞出典「きみがいちばんひかるとき道徳５」光村図書

２　ねらいとする価値について
　　生命尊重とは、命を「かけがえのないもの」として大切にし、「つながりあるもの」として尊さを実感することである。命は一度失ってしまうと元には戻らない唯一無二の存在であり、最も大切にしなければならないものである。生きることのすばらしさや喜びを大切にする人の生き方や考え方にふれ、生命を大切にしたり、人のためにできることをしたりする姿勢につながると考えられる。

３　子供の姿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　「命」という言葉から連想する言葉をできるだけたくさん書くというアンケートを実施した。その結果、「大切」、「１つしかない」、「必要」など、命は大切だということはわかっているが、それが他者に影響を与えたり、自分の生き方と結びついたりはしていないようだ。また、「今、がんばっていること」について聞くと、87.5％の児童が習い事や運動などをがんばっていると答えたが、がんばっていることがない子もいた。習い事や運動以外にも目を向けて、生活を見つめて考えられるようにしたい。

４　教材と指導について
　　本教材は、11歳で亡くなった宮越由貴奈さんの詩「命」とエピソードを紹介した解説文で構成されている。生命のかけがえなさや、命を無駄にする人に対するメッセージが込められている。この詩に込められた思いから、自分や友達の命の大切さを真剣に考えさせたい。また、「精一杯生きる」という言葉に焦点をあてる。由貴奈さんや、米作りの農家の方の生き方を例にあげ、人のために精一杯生きることのすばらしさを感じてほしい。

５　地域と連携した学習
本校では、５年生が米作りを始めて30年が経つ。本学級の児童は意欲的に米作りに参加している。その活動を支えてくださる農家の方たちの生き方にふれることで、自分の行動を振り返る。そして、精一杯生きるために、今の自分にできることを考えられるようにしたい。
６　本時の学習
(１)本時のねらい
　　　宮越由貴奈さんが書いた詩やエピソードを通して、命の大切さについて考えさせ、自他の生命を大切にする思いや、精一杯生きようとする心情を育てる。
(２)本時の流れ
	時間
	児童の活動
	○伝え合うための工夫
・その他の手だてや留意点

	つかむ（５）
	１　「今、がんばっていること」の事前アンケートの結果を見て、「精一杯生きること」について考える。
・自分ができることを一生懸命がんばる。
・自分の得意なことを伸ばす。
・何事にも全力で、あきらめない。「精一杯生きること」について話し合い、これからの生き方を考えよう

	○友達の意見と比較ができるように、アンケート結果をまとめる。　（導入の工夫）





	深める(35)

	２　「命の詩－電池が切れるまで」を読んで、話し合う。由貴奈さんが伝えたかったことは何だろう


・命と電池は、似ているようで似ていないもの。
・命をむだにする人が世の中にいて悲しい。
・いじめをやめてほしい。
・心臓が動かなくなるまで、精一杯生きたい。
・命を大切にしよう。
・命を簡単に捨ててはいけない。
・友達も大切にしよう
「精一杯生きる」とはどんな生き方なのかな


・自分の夢を叶えるために、一生懸命勉強する。
・得意なことを伸ばして、苦手なことを克服する。
・一日一日を大切に過ごす。
・自分の命も友達の命も大切にする。
・自分のためだけでなく、周りのことも考える。
・みんなが喜んでくれることを考えて、実行する。
・みんなのためにがんばることは、自分のためにもなるから、どちらのことも考えて生きたい。カレーがこぼれてしまった後、みんながあきはの立場ならどうしますか。

	
・児童たちの思考を同じ土俵にあげるために、命と電池の同じところと違うところを確認する。
・自分も他の人も大切だということに気付くために、「誰のことか」確認する。

・めあてについて深く考えるために、「自分の命を大切に」「他の人も大切に」「精一杯生きる」の３つに分けて板書する。
○精一杯を具体的にイメージするために、「周りに精一杯生きている人はいる？」という補助発問をする。
（話し合いを深める工夫）

	振り返る（５）
	３　由貴奈さんと農家の方の生き方を知って、これからどんな生き方をしたいか、ノートに書く。
・由貴奈さんのように友達に優しくしていきたい。
・今やることをしっかりとやれる人になりたい。
・農家の方のように、周りの人が喜ぶ姿をうれしいと思える大人になりたい。
	○精一杯生きている農家の方を例に挙げ、今後の自分の生き方について書くように助言する。
（振り返りの視点）





